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スマートホームの範囲拡大
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} 振り返ってみれば、部屋、家、地域、インターネット(サイ
バー空間)、社会基盤へと範囲が広がってきた
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しくみも拡大してきた
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点線内が家
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デジタル田園都市国家構想 から
新しい地方経済・生活環境創生 へ

} 旧「デジタル田園都市国家構想実現会議事務局」から、「新しい地方経済・生活環境
創生本部事務局」へ

} 内閣官房のデジ田ホームページでは、リンクがあり、24.10.11付けで移行していると書か
れている

} https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/digitaldenen/index.html

} ただし、その先にあるのは「新しい地方経済・生活環境創生本部」自体に関する記述のみ

} いつも詳しい内容を掲載してきた地方創生のデジ田ホームページではデジ田の続きのよう
に現在の制度が掲載されている

} https://www.chisou.go.jp/sousei/about/mirai/policy/policy1.html

} 交付金の名称も変更になるが、従来の「デジタル実装タイプ」は、「デジタル実装型」
として基本的に継承

} 公開されている資料は多くないが、既に昨年末からほぼ例年通りのスケジュールで申請作
業は進んでいる

} Type2, 3がTypeVへ
} 複数自治体

} ブロックチェーン、NFT、Web3というキーワードも出てくるが必須というわけではない
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新しい地方経済・生活環境創生交付金
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デジタル実装タイプと
デジタル実装型
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政策による誘導
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} まずは多数の自治体に対して、広くデジタルソリューショ
ンで地域課題を解決させてみる

} ただし、実証じゃなく自分のところの予算も必要な補助案件

} うまくいきつつある案件の整理

} 類似したソリューションを元に共通部分を仕様化

} 複数のソリューションの間の関係をつける

} プラットフォームでの連携

} マイナンバーカードの活用

} 県と基礎自治体との棲み分け

} 連携プラットフォームは基礎自治体ではなく県が持つ

} 複数の自治体の連携
} 連携プラットフォームだけでなく、共同調達、共有なども
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デジタル地方創生モデル仕様書」
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SaaSなどによる共通化・標準化
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複数自治体での提案
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開発が進む都市のプラットフォーム

} 2019年度末(2020.03)にSCRA(スマートシティリファレンス
アーキテクチャ)が公開されてから、2023.08に第2版が公開
され、現在、第3版の編集が進んでいる。
} https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/smartcity/index.html

} 社会実装からの経験をフィードバックし、SCRAに知見を取り
込んでバージョンアップを図っている。

} 「スマートシティ施策のロードマップ」には、時系列での状況分
析や今後に向けての方向性が述べられている。

} 「スマートシティガイドブック」には、上述の文書を読み解く上
で必要となる実例や論点が述べられている。

} これらは極めて有効な文書であるが、その位置づけ上、一般
論として記載せねばならず、地域の特殊性などに応じた実例
は個別にケーススタディが必要となる。
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⾃治体側からみた連携基盤

データその
ものもさるこ
とながら、ID
管理や認証
機能の実現
が喫緊

© 2024 TAN Yasuo



スマートホーム業界からみた連携基盤

マルチベン
ダのメリット
を出すのが
第一義で、
自治体との
接続はサー
ビスの出口
のひとつ
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そもそも連携すると何がうれしいのか

https://hokurikutelecom.jp/bukai_innovation.html

HICC(北陸情報通信協議会)が2021年度に公開した報告書
「北陸地域におけるデジタル化時代の異業種・分野間連携に関する報告書」より
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データ連携の近未来
•データカタログ

•提供可能なデータについ
て、標準化されたメタ
データ形式を⽤い、標準
化されたやり⽅でで列挙
したリスト

•⼈間が⾒るデータカタログ
から、マシンリーダブルな
データカタログに
•より適切なデータを探し
続け、契約変更も⾃動化

•⽣(⼀次)データを処理して作
成される⼆次、⾼次データ
の提供と流通 © 2024 TAN Yasuo
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ECHONETの強みと立ち位置は?
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} 機器インタフェースから出発し、当初は必要とされた伝送技
術やプロトコルも独自で有していたが、概ね10年ごとに時代
に合わせて変化

} ECHONET Lite、ECHONET 2.0

} とはいえ、機器(家電、住設)から出発しているというスタンス
は堅持

} ECHONETのAppendixと、ECHONET Lite Web API(ELWA)の
Machine Readable Appendix(MRA)

} この「実物感」を活かしつつ、ECHONET 2.0時代の仮想技
術も活かすのが良いのではないか

} 結局のところはデータモデル
} 高次データの「仮想機器」化、機器の機能の「仮想機器」化

} かつてあったサービスオブジェクト?
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おわりに
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} 開発のレイヤがあがり、社会というレベルまで来た現在
でも、我々は物理空間にいる

} 家電や住宅設備が物理的にもたらす機能やサービスは
我々にとって極めてわかりやすい

} 「Appendix」と位置付けたものが重要というのは少々皮
肉ではあるが、実際に一番長生きしている

} この財産を今後に向けて発展させてはどうか

} 具体的にはデータモデル、メタデータ
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